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＜連絡事項＞

· 明日、食事サービス委員会実施（参加：山田TOL）

＜事例検討＞

小野寺　ノリ様（74）女性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成15年6月2日（6年11ヶ月）　利用率：100％

検討内容　治療計画の評価、見直し

治療計画
1 自分で出来る事は出来るだけ自分で行って頂き、必要に応じ援助する事で、現在の保たれている心身機能の維持・向上へと繋げて行く。

2 各プログラム時に居眠りが見られる際には、声掛けにて覚醒を促し、日中の活動性向上へと繋げて行く。（余暇時以外）

3 役割を設定し取り組んで頂く事で、活動意欲の向上へと繋げて行く。

治療計画について
1 について

· 入浴時、何度も身体の同じ箇所を洗おうとしたり、衣類を裏表逆に着用したりすることがある為、その都度声かけ要している。また、洗身に使用する道具なども1つ1つ声かけする事で、自分で動くことが出来ている。

· 便がついたタオルや垢すりで顔をぬぐうことがあるが、衣類に便がついていることについては「恥ずかしい」と表現しており、羞恥心はある。

· 他者にトイレ掃除を促され「うるせー」と話すことあるが、本人はそう言ったことを忘れており、他者を不快にしてしまうことがある。

2 について

· プログラム中、余暇時間ともに居眠りしていることが多い。夜間睡眠はとれているとのこと。

· プログラム中に居眠りが見られているときは、ホワイトボードに書いてある物を読んで頂くと、起きてきちんと読み上げることが出来ている。

3 について

· 食器の準備を自分の役割と認識することが出来ており、スタッフが食器の準備をしようとすると「やるか」と言って、しっかり手を洗ってから食器を出す手伝いを行っている。食器の数は、1種類ずつ声をかけないと数を間違ってしまうことある。

検討結果
· 治療計画は継続していく。

· 以前、スティック編みを行った際、スムーズに作業を行うことが出来ていた為、簡単で本人が興味を持って行える作業を促していく。

＜業務改善＞

○プログラム

· 6/15までに7月分プログラムテキストの作成と予定表の記入を行う事。テキストの提出は小嶋まで。

○環境整備

· 年間計画企画書提出し、決済が下りている。

· 7/10（土）に出勤スタッフでワックスがけ実施予定。

· 書類整理の為、ファイル発注予定。

○書式検討

· ケアマネジメント書式導入に向けて、書式の説明を実施。

○その他

· 1階スタッフルームの戸棚にシートを貼る予定（カルテ名が見えないように）

· 食事請求が一覧で分かるシートを通所日誌書式に挿入している。6月分の日誌は新書式に貼り付け直していく。

· 青風荘入居者様の食費請求について

1 月末、日清の月単位照合表（食数をどれだけ発注したか確認する表）が通所に送られてくるので、通所スタッフが食数に相違がないか確認する。

2 確認後、通所スタッフがデータで青風荘に送る。

3 青風荘で確認を行ったら、青風荘スタッフが経理に送る。

4 経理が、法人に食費を入金。領収書を青風荘に渡す。

＜利用者様情報＞

繁名　和恵　様～本人より欠席の連絡あり、「おなかがポンポン跳ねる」「頭が痛い」と理由を話されている。青明舎にも情報提供している。また、月曜日から電話が頻繁にかかってきており、ようやく電話に出たところ姉が倒れて入院していたと報告されたとのこと。「今すぐお見舞いに行った方がいいかな」と話されている為、休日を利用してゆっくりお見舞いに行くように説明している。

北嶋　　剛　様～本人より近況報告の電話連絡あり。2週間前、本人が突然意識を失って倒れ、気がついたら八戸赤十字病院にいたとのこと。原因ははっきりせず。八戸市民病院に紹介し、必ず通院することを条件に退院したと話されている。また、視神経が過敏になっているとのことで眼科で検査予定、排尿しにくいとのことで泌尿器科で内服が処方されたとのこと。

森　　彩子　様～本日欠席の連絡なく、スタッフから電話連絡しているが、携帯電話が現在使われていない状態となっている。社会福祉協議会に電話連絡し、現在の電話番号を確認している。昼食前、本人より電話連絡あり、昨晩眠れずに就床前薬を2日分服用したため、今朝起床することが出来なかったとのこと。「落ち込んでいたけど、眠ったら気分がすっきりした」と話されている。

平　　康子　様～義歯が欠けたとのことで、歯科受診したいと話されている。一人で行くのは不安である為、鈴木恵美子様が付き添うと話されているが、メンバー同士で付き添うのはトラブルの原因となる為、控えるよう説明している。また、眼鏡が合わないとも話されている為、一人で行くのが不安であれば、青明舎スタッフに付き添ってもらうよう説明している。

鈴木　恵美子様～娘様より電話連絡あり、鈴木様に床屋に連れて行って欲しいから、デイケアを休んで早く帰って来て欲しいとのこと。本人に確認すると、娘様が床屋に行く際には必ず付き添っているとのことで、娘様一人では行けないと話す。娘様も相応の年齢である為、今後は自分で行って頂くように説明している。

田中　正士　様～足の調子が悪いとのことで、体操時に窓際に寄りかかっていたり、歩行時不安定な様子目立っている。6/24に検査で他科受診予定。転倒しないよう、注意して見守りを行っていく。

鹿原　博夫　様～青明舎より、うみねこ幸房では怒り口調での独語や易怒性がみられていると情報提供あり。青明舎スタッフ対応時やナイトケアでは、表情穏やかで大きな変化はみられない。幸房の仕事については「まずまずだ」と笑顔で話されている。

村上　元道　様～幸房での仕事中、鹿原様の独語が気になり、仕事に集中出来ないと訴えていたと青明舎より情報提供あり。ナイトケア利用時に本人の訴えを傾聴していく。

＜外来情報＞

中居　松男　様～本日、島津彩のコンサートに行くと報告されている。

小野寺　文明様～足のしびれは変わらずあるとのこと。デイケアを辞めたいと希望あり、兄も同意をしているとのこと。担当医より、デイケアを辞めた後は孤独にならないように生活をしなくてはいけないこと説明しているが、退所を許可するような話はしていない。自宅では何をしているのかと確認すると、テレビを観たりゲームをしていたりすると話す。

船場　幸子　様～青山荘は来年の2月まで入所延長しているとのこと。退所後はグループホームを希望されている。女性である為、アパートでの一人暮らしは大変であると担当医より話しあり。

長瀬　紘一郎様～平和病院受診してきたとのこと。6月は血圧安定していると話す。

久慈　邦夫　様～近所とのトラブルはないと話す。

山田　吉夫　様～昨日、定時までデイケアで過ごすことが出来たと報告している。時間が決められている為、タバコは4～5本で済んだとのこと。便が柔らかいとの事で、センナリド2錠から1錠に減薬している。

中居　美津子様～採血実施。尿検査結果は異常なし。

柳町　信之　様～歯科受診したところ、下の歯を全部抜かれ、義歯を作成することになったと話されている。子どもの声で幻聴は聴こえるが、悪い事は聴こえないとのこと。

高橋　百壽　様～14日受診予定だったが、他科受診が入っているとのことで本日受診している。

前野　義勝　様～筋肉痛はないかと確認すると、足の裏が痛むと話されている。

鹿原　博夫　様～うみねこ幸房より、空笑や易怒性がみられると情報提供あるが、本人は気分の不安定さはないと話す。ナイトケア利用者数が少なくなっていることを気にしているかと確認すると、「少なくなってるみたいだな」と返している。ナイトケアを辞めて自炊するかと促すと、「やだ」と話されている。

















































